
令 和 ４ 事 業 年 度
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自：令和 ４年 ４月 １日

至：令和 ５年 ３月３１日

決 算 報 告 書



（単位：千円）

備　考

収入

運営費交付金 530,000 528,259 △ 1,741 （注１）

授業料等収入 2,507,394 2,461,909 △ 45,485 （注２）

受託研究等収入 20,000 8,677 △ 11,323 （注３）

補助金 1,000 1,500 500 （注４）

その他収入 65,778 55,921 △ 9,857 （注５）

目的積立金取崩額 - 5,000 5,000 （注６）

3,124,172 3,061,266 △ 62,906

支出

教育経費 650,270 628,826 △ 21,444 （注７）

研究経費 106,915 87,348 △ 19,567 （注８）

教育研究支援経費 138,346 128,968 △ 9,378 （注９）

人件費 2,017,470 1,990,925 △ 26,545 （注10）

一般管理費 191,171 179,819 △ 11,352 （注11）

受託研究等経費 20,000 8,677 △ 11,323 （注３）

3,124,172 3,024,563 △ 99,609

収入－支出 - 36,703 36,703

○予算額と決算額の差異の主なものについて

（注１） 決算見込みにより一部返還したため減額となりました。

（注２） 在学者数の減少により減額となりました。

（注３） 受託研究費の獲得額が見込みを下回ったことにより減額となりました。

（注４） 高崎市ふるさと納税新型コロナウイルス感染症に関する大学等支援金により増額となりました。

（注５） コロナ禍学生支援事業費執行額が見込みを下回ったことにより、コロナ禍学生緊急支援特別基金からの

繰入収入額が減額となりました。

（注６） ３月補正に基づき目的積立金を取り崩し、教育経費の一部に充用しました。

（注７） TOEICスコアアップ講座の中止、コロナ禍学生支援事業費の執行が当初予算の６割程度だったこと、

国の修学支援制度による授業料等減免が当初予算を下回ったこと等の理由により減額となりました。

（注８） 国際シンポジウムの開催中止等の理由により減額となりました。

（注９） 入札の結果、システムリース料が当初予算を下回ったことにより減額となりました。

（注10）教員の割愛や教職員の諸手当が当初予算を下回ったことにより減額となりました。

　 （注11）ホームカミングデイの開催中止、オープンキャンパスに係る経費の見直し等により減額となりました。
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